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帝政ロシヤにおける労働契約規制
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きカtえまI 

その直接的な先行る場合，口シヤにおける自由な賃労働Jの形成史を

形態、をなすものと Lて，国有地農民および地主領貢租農民が近在のあるL、は

遠方の工場ないし建設工事現場に出かけて行なう[自由態傭J労揚がとくに

とくにその重要な位置をLめる。このことは君主奴昔話マニユフアグチユアが，

中の商人マニユフアグチユアを中心にして，次第に資本主義的マニユフアグ

その基本的な内容の一つが，チユアに変質してゆく過程において，

成における工場に緊樽された隷罵労働者と自由な契約関係にある「自治

労働者Jとの比率の変化，後者による前者の克服にあったこと， 1861年の改

下自由雇傭;労働を支配的なものたらしめたこギーは隷属労働者を解放し，

を想起するならば明らかである。とりに

J-

じりつマニユブアクチユア，工場，「自由麗傭労働者Jは，

ては一見、自由な契約関係にあることが多かったとはいえ司農民としては，

一時的義務負担農民として，あるいは高額の買戻し金をと i)/ニて

ユ手前については論議の余地なく農奴をその本質とするものであり，

ついても，
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られる共同体農民として存在していたのであり，少くとも農奴f倒的遺制を色

こく帯びたものであった。このような「自由雇傭労働者jの二つの側面は，

相互に矛盾する側面であるとともに穏互に浸透しあう側面であったと考えら

れねばならなL、。

改革前における「自由麗傭J労働の法的規制は， 1835年公布された「工場

とそこに雇傭されて働く人足との関係に関する」法令からうか

がわれる∞。これは， !近代的雇傭関係Jを規定したものとも， !農奴常IJ的

とも評価されてし、る (3切ら内容は第 1に，上司あるいは官民主から

旅券によって賜較期間をえた農民は，その期間内であれば自由に工場に雇傭

されることを許されるが，ーたび雇傭契約を結んだ以上は，その契約期間満

了前に工場ないし仕事場をi主なれること許されず，契約以上の追加支給を要

求することも許されない，第2に，上司あるいは領主は，旅券による賜暇を

るか与えないかを決定する|餐科を有するわけで、あるが，ーたび許してそ

れ;こもとづいて契約が結ぼれた以上は，契約期間の終了以前に呼びもどすこ

と之できない，第3に，工場主あるいは事業主は，契約期間内は被傭者を{動

かせる権矛IJをもつが，期間満了前に解躍する場合には，労働者がその義務を

ないこと，素行が不良なることの理由がなくてはならず，さらに 2;I居間

前二予告する義務がある，というものである (4)。こうしてみたかぎりでは，

戸シヤ干育館におし、て18世紀をつうじてみられた農奴労働力の確保をめぐる諸

人と貴族との抗争の最後の一こまという側面をもつことも争えないことと

われる。!自由雇傭労働j としての賃労働は， j箆奴制度の割れ自に咲いた花

で芯る。

ひきつづいて公布されてL、る1836年の船主と労働者の関係を規制する法

および， 1838年のシベリヤ金坑の労働関係を規制する法令は，ともに労

と雇主との間の関係につし、てより立ち入った規定を与えていた。ここで

旅券を雇主の手もとに保管すること，連帯責任命Ijを導入することなど，

働者を雇主に従属さぜる規定が与えられる一方，震傭期間を一年に制限す

ること，一年分の給与以上の前借金を与えないことなど，労働者が履主にの
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み限度をこえて従属することを制限する規定もあった(5)。

本稿はこの系列の中で， 1861年の主として鉄道建設労働者をめぐる立法と

1886年の主として農業労動者をめぐる立法をとり上げ，自由な賃労働の形成

史の観点から若干の考察を加える C

五 1861年法の内容

1861年の立法とは，正確には， 1861年 3月31日に 3年間の臨時的なものと

してツアーリの裁可をうけた「国家的作業のための労働者謹傭に関する臨時

規則 (BpeMeHHbIe rrpaBliJla 0 HaHMe pa60可HXえ且兄 Ka3eHHbIX，o6mecTBe-

HHblX HJlH rocy，n:apCTBeHHblX pa60T) Jである。 1860年，ツアリーツイ γ

附近のボルガ・ドン鉄道建設工事現場で，大規模な労働者騒疫が発生した。

ドン軍管区で、発生し ったため，陸軍大里スホザネト (H.O. Cyx 

03aHeT)が1860年 8月4日閣議に報告し 8月9日の閣議が， 1ボノレガ・ド

ン鉄道において発生Lたのと同種の騒援を予防するための方策案を作成する

二とJ'"ど内務大臣および憲兵・諜報部長官，法務大臣，国有財産大院に委任

し，その結果でき上がった法案が閣議で承認された上でツアーリに裁可され

る三こびとなったものである。 3年間の臨時的なものとして裁可されたとは

L、え，これは 絞的規則として審議されたのであった向。

その大凡の内容は次のごとくであった(7)。すなわち， 1861年法は，あらゆ

る身分出身の労i勤務の雇傭に適用さるべき民事言犠公手続法の領域を規定して

どすいた(第 1

1 (0 H3詰Mepa60可I1XBoo6me) Jとあって，

ついてのべられる。まず，震傭とはアルテリ雇傭 (apT-

eJlbHblIi HaeM) と個人程傭 (O，n:HHO刊 bl員 HaeM) との二つであるとされる

(第2条)。プノレテリは，オーブシチナの原理にもとづし、て選出された長老

iCTapWHHa) およびその助力者たちを先頭に，相互の同意、によって (ロo

B3aHMHoMy cor J1aw即日制結合した 100人以下の数の労働者たちより成る

3， 4条〉。アノレテリ緩傭の条件は契約書 (KOHTpaKT) の中に記録され，
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個人雇僚は確定された様式の賃金支払手帳に記録されるO

1861年法は雇主に対し，労働者aたちに公正で温和な態度であたるよう，労

働者たちの不平不満を卒棒づよく注意深くきいてやるようう要望していたと〉

請負人 (nOJ.lpHJ.lHHK) は労働者たちに住居と食事と医療を保障し，労働者た

ちに対する貨幣および物品の支給を契約条件どおり正確に行なわなくてはな

らなし、。同じことは，手代，監管，職長など (口pHKa3'lI1K，江eCHTHHK，Hap“ 

克広間K) の下請人や現場監Y留にも義務づけられた。ニの要望が実行されない

ときには， lOpy6.以下の罰金または現場責任者の解雇が考慮されてL、た

〈第47-51条，第69条〕。賃金が遅配された場合にほ，契約にとくべつのとり

きめがないかぎり 1py6. 1ヶ月につき手取り 1Kon. の延滞利子が支払

われなくてはならない3

請負人は康傭にあたって支払総額 (HaeMHaHnJlaTa) の半分をこえない額

の手付金 (3aJ.laTOK) を渡し，それを雇傭期間の終りまでの間に労働者の賃

金ーから控除する権利をみとめられた。しかし，労働者の賃金はあらゆる Lの

を引き去ったのちにも，帰路の費用を考慮して， 1日 20KOロ.以下になるこ

とはゆるされない。

請負人は，労働者に引渡し，賃金支払手帳に記入さ --r . .} 
4フ、

運送費を支払う義務がある。一方，議負人は，ぞんざいな取扱いによりある

いは故意、に破壊された，および労働者の責により粉失した道具の価値を，契

約の条件にしたがって労{聴者の賃金から耳元立てる権利をもった。

請負人およびその代理人は，労働者がのぞむときには，役所で賃金支払子

q震の監査を受けなくてはならなL、。ただl，必ず，作業の;おこなわれていな

い日曜とか祭日とかでなくてはならなL、。支払が完了すると，手帳は支払済

と表書きされて労働者に返却される。

契約書の中に，あるいは賃金支払手11俣の中に特別の条件が規定されてL、な

い場合には，労働日と課業 (ypOK)の大いさi主1843年2月4日

規準にもとづいて定められるO 規準を超える課業 (CBepxypO'lHblepa6oTbI) 

L 特別の報酬をつければ許されたO ある作業現場から他の作業現場への
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動;工労働日に算入されるO 契約の中に別の条件が定められておらぬかぎり

は，雨天の日も労働E!とみなされた。上司 (Ha"laJIbHHK) の指閣によって，

あるいは請負人の意志あるいは資によって，あるいは何らかの特別の災害に

よって作業が遂行されなかった日も，向じく労働日とみなされた。労{勤者が

作業に入った日をもって作業の開始とみなされるO たとえ請負人が作業の開

始以前に労鍋者に手付金を渡したり，作業地への旅費として食糧や貨幣を渡

したとしても，麗傭された日をもって作業の開始とはみとめない。日曜・祭

日の作業は，契約書の中に特別に約定した支払がなされれば許される。作業

現場を変更するために労働者が移動するさいの基準として，一昼夜25ヴエノレ

スタ以内， 3日経過するごとに4日時は休息日とすることとされた(第27条

第:31条〉。

労働者は契約条件に違反すると懲戒されるO 作業忌避，怠、惰，酔行に対し

ては罰金をかけられる。くり返す怠惰や飲酒に対して，請負人は，その日ま

での賃金を清算して労働者を解雇する権利を与えられていたが，そのさい，

地元行政機関と警察との同意、を必要とした。個々人で、震われて働いている労

働者は，課業の未達成に対し賃金控除をうけるO 勝手に作業を離れた労働者

は，強制的に作業地に送りかえされ，態戒されるのみならず，近くの郡裁判

所の判決によって 5py6，の罰金を課せられるO 手付金をうけとっておりな

がら作業地にあらわれなかった個人腫傭の労働者も，間様に懲戒と手付金返

還を要求された。

労働者の旅券(ロacrropTH 6HJIeT) は契約条項が遂行されるまで請負人の

手もとに保管されることとされた。請負人は，作業が完全に終了したのち 3

日以内に，賃金を清算し，労働者に旅券をもたせてひまを出すよう義務づけ

らィhた。請負人が暴力的に旅券を保持しつづけるときは罰金によって処罰さ

れた(第69条〉。契約は双方向意の場合にのみ任意の時期に破棄されえたが， I 

労働者が勝手に作業を離れること，および請負人，手代，現場最替が専断で

契約を破棄することは，処罰をもって禁止された。すなわち契約の牢悶性の

(rrpHHUHrr HepywHMoCTH J.¥OrOBOpa)である。
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契約条項のいずれかの不正確な (HeTO四 oe HJlH HerrpaBHJlbHOe) 

適用からおこる請負人と労働者とのあいだの抗争をも叶て，小紛争 (Me.7JKHe

叩 Opbl) とLづ規定が与えられた。小紛争を調停するために仲裁者がたてら

それはまず，警察本署のメンバーであり， (ロpOH3おO，ll-

HTeJlH pa60T) であり，建設管巨長 (HaqaJlbHHKH CTpOHTeJlbHblX ，llHCTaH-

以凶) であった。彼らは，抗争している双方に追加的契約条項を締結させる

よう努力しなくてはならなし、。これが不成功に終ったときに;丸上級法廷に

上告することなく，三級裁判所 (TpeTeHCK凶 cy，ll) で良心にしたがって紛

争を解決しなくてはならなし、。この方策をとってもなお請負人あるい

言者が同意しないときは，仲裁者はこれを作業現場にもっとも近い郡裁判所に

もちこむ権利を有した。郡裁判所は，事件を遅定、なく解決するよう

られたO

労働者1000人以上を擁するあらゆる富家的作業 (Ka3eHHble，06mecT6e間司

ble 即日 rocy，llapCTBeHHble pa60Tbl) には，憲兵長官，交通省，およ

大臣の合意、のもとに，特別警察本署が設立される。ニの警察署の費用は，

設作業への支出予算の中でまかなわれる。労働者1000人以下の中程度の

おける警察的藍督は，工事施行者あるいは管区長(日呂田JlbHHK，llHCTaH-

以山) によって遂行され，地元の都市警察，農村警察;主句 いち早くなされ

通報にしたがい，可能なる合法的協力を申し出るものとする。最大量の労働

者を流するがごとき建設工事|玄にあっては，監督は農村警察自身によってな

されるものとされた。

理 鉄道建設工事現場騒動の分析

以とのごとき内容をもっ1861年法の意、義を理解するために，ロシヤにおげ

る欽道建設の状態とその中でおこった労働者の騒長会ふりかえって吟味して

みよう。

ロシヤにおける鉄道建設は， 1835年法ののちにはじまっている。ベテルブ

ノレグ・ツアーリスコエセロ・パヴロブスグ摘の25ヴユルスタ;主1836年に



帝政ロ、ンヤにおける労働契約規制荒叉 7 

され1838年に開通した。ベテノレフソレグ・モスクワ間の 610ヴエノレスタは1843

年に敷設開始され， 1851年に完成した。つづいて1851年にはペテルブルグ・

ワルシヤワ簡の建設が計酪されることになるく8〉O

建設工場は最初，国家の護接的卒業としておこなわれたo 1836年~1838年

の経験をもとにしてつくられたものと考えられる (ypo司氏oe

rrOJIO)KeHHe) Jが， 1843年2月4日に公布さわしてL、るが， これはベテノレフソレ

グ・モスグワ間の鉄道建設工事の開始と期をーにしている。その規準l

りの細目にわたったものと思われる。第 1条第2項には，毎日作業が継続し

うるように人間の肉体力を利用せよ，とあり，第36条には，掘り出した

運搬する自由雇傭労務者の作業は，荷車 (TeJIe)KKa)利用で6プ{ドづっと

あった (9)。

建設工事は， しかしながら次第に民間会社にゆだねられてゆき 1857

1月の勅令をもって戸シヤ中央鉄道会社 (rJIaBHOe 06meCTBO pyCCKI1X 

)KeJle3HbIX )l，Opor)が設立されるや， 1880年代に入るまでこの国策会社を中

心に建設が進められた(10)。

次に，ロシヤにおける鉄道建設開始より， 1861年i去の公布にいたるまでの

問に起こった，鉄道建設工事現場における労働者の騒擾の事例を，パングラ

ートワ縞の資料集の1ゃからひろって吟味を加えてみよう O

:事例10 1843-1844年，ペテルフツレグ・モスクワ鉄道建設工事現場;

1843年11月15日，早朝ポリスッカヤ郷の国有地農民1500人が日

録してもらいたいと希望して集合したO 僚地管理人にしてすなわち請負人た

るコルフ (6apOHKopφ)の指示をうけた監督のザスノレスキー (3acypcK沢民

が，今後日雇仕事の単価は引き下げられるであろうが，それでも希望するも

のはこれまでの賃金清算をするからのこるように，その他のものは仕事にと

りかかるように，といったところ，農民は解散せず，ザスノレスキーは憤った

1人の農誌によってなぐられた。国有地ノヴゴロド庁管理人のコノレフはベテ

ノレブルグ・モスグワ鉄道北部管医長メリユコフ(口.n. MeJIbHHKOB) と

談し，暴力をふるったものは処罰しなくてはならない，農民を雇傭するさい
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約定した賃金額は，監督の専断で変更しないようにすべきだと反省した〈1130

，ツア{専昔話の行政組織をつうじて行なわれているO 農民は自

由で労働強度小さくおそらく高値な日雇労働を指向し，建設工事責任者の側

には経費削減の志向がみとめられるC 契約内容を長期に国定させることが，

矛J蓄の解決のために考慮されているc

1844年8月21日にペテノレフソレグ・モスクワ鉄道警察本署長の報告している

とニろによると，建設工事場からの逃亡がたえず、発生していた模様であるO

ちは，締約した契約護保OHTpaKT) にしたがって義務を遂行させ

られるべく，発見され次第，地方役所 (MeCTHoeHa四 JIbCTBO)により，あ

るい三直接に内務大臣の指示により，工事現場におくりかえされている〈山。

1844年10月なかぽ， 11月1日の作業終了期日をまえにして課業作業 (Ypo咽

可Ha刃 pa6OTa) していた農民のなかに動揺がおこった。欠勤日，病欠

日，前借金の摺除， 手当所 (λa3apeT) の費用， 課業の未達成による控除

のたゐ，賃金清算をすると，冬にむかつての衣服を購入する金はおろか，帰

郷の費用もなく，かえって借財がのこるという事態になったためであるO 農

民たちは代表290人をもってペテルブルグの国有財産省へ， 11入をもってガ

ツチナのツア{宮駿へ陳情に出かけようとした。警察・憲兵が事態をおさめ

るために介入した。 11月1日，最終的な清算がおこなわれ，結局，農誌は負

ったまま解雇された。

簡有財産省から派遣された官吏は，農民の不満を聴取し， (1)彼らの多くは

土の量の測定できないような作業についたにもかかわらず控除をうけた， (め

のものは賃金手帳 (pa6o可ailKHHAKa) に欠勤や病欠の日を不公正に記

入されていた， (3)清算の公示がなされなかったことが不満の康問であるとし

】ι
.~V 

-.11-に対L，技術当局 (HHAeHepHoeHaqaJlbCTBO)及び警察本議とともに

の解決にあたった憲兵大佐ヴイトコブスキー (BHTKOBCKHH)は，事態の

あたって自分たちはー請負人の事務所に支払を変更させる権利を持た

なかったL，とくに警察本署が作業の量および質に関する問題に介入するこ
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とはできなかった，そのf患の開題は根拠がはっきりしているときは解決され

たし，清算が公示されなかったというのは正しくない，農民は手帳をよみ上げ

るのを開こうとしなかったのである，と憲兵隊長ドベザト (λ.B. .uy6eJIbT) 
に報告しているO さらにヴイトコブスキーは，窮迫した農民に帰路のための

扶劫をもってくることを命ぜられた国有財産省の官吏が，報告の中で再び農

民の「根拠のなL¥j 不平をとり上けとていること，爵有地農民との間で締結し

た契約の苛酷な内容に口をつぐんだまま，警察本署を非難していることを指

構し国有地農民との聞の契約の苛酷さは， 7J1jの契約条件を締結した地主領

の白色雇用農誌の場合には，かなりの額の支払をうけていることからも明ら

かである，と主張Lた。また，警察本署は全力を挙げて労働者の利益を擁護

したし今後警察の支任はますます重いともいっている(13)。

国家の誼接的事業として建設工事が遂行されているために，とりわけ国有

地農民に大きな犠牲が5郎、られていること，その場合に，簡家の農奴として

の鹿有地農民が，建設期間のあいだ工事j互に「契約Jをもって縛られ，課業

方式の作業と課業未達成の場合の控除という形で，労働生産性の向上および

経費節減がはかられていること，欝有財産省は，この方法を前提にした上

で，農民問建設労働者の騒婚をしづめるよう警察に要求し地元警察は治安

の責任から契約の内容に干渉する権利を要求していることがわかるO

[事例TIo1850-1851年，ペテノレブ、ノレグ・モスクワ鉄道建設工事現場J

1850年6月，カノレーガ県ジジリ γスキー郡の国有地農民が，旅券をもたず

作業地をはなれ， 苦しい契約条件をかえてほしいと警察署長ズエフ (3yeB) 

のもとに陳情した。このグループ45人は8月はじめまでのあいだに逃亡した

が，そのさい，自分で結んだ契約(瓦orOBOp)ならやるが，自分たちのいな

いところで郷役所が結んだ契約 (KOHTpaKT) にはしたがし、かねる，との態

度を示した。まfこ，方ヴイツテプスク県ポロッキー郡の農罰80人は，請負

人が約束の 7月 1[lに賃金を支払わなかったことを不満として作業地をはな

れた。憲兵隊が追跡し 15ヴエルスタはなれた地点で、おいっき，戻るよう説

したが農民は根捧で武装し前進，そのおり陸軍中尉アニシモフ (AHHCHM-
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OB) が打たれて気絶した。事件は地元の地区警察署 (CTaHOBOH ロpHCTaB)

に通知され，さらにノヴゴロド， トヴエザ，プスコア，ヴイツテブスクの各

地に連絡され，翌日から逃亡農民をつかまえ，かつアニシモフ傷害犯人を罰

するための行動が開始された。事件が大きくなったので，憲兵隊と間有財産

省の調査も行なわれた。アニシモフの傷害犯人タヴイドフ江aBHえOBは2年

後の1853年7月24日軍法会議で有罪判決をうけた〈1430

1850年8月12日付の報告とメモによると， 憲兵隊長ミヤソユドフ (MllCO咽

e江OB) ¥工事情を次のように分析していた。すなわち，労働者は一般に二穏に

わかれるO 第一に，ひどく窮迫していない労働者たちは，アノレテワを作り

都やその他のまちに出かけて日雇 (110ぇeHHbI訪) で働く，賃金の支払は個人

別にうけ，額は第二のグループ。のそれとくらべると大きL、。食事や住居もよ

く，寵康は保持されており，肉体的力量もあるO 第二のクソレープは，誇負人

に義務をかわって支払ってもらったために請負人にカパラー的に従購してい

る労働者である。白から仕事を探したり自分を賄ったりできなし、。彼らは借

金を25-50%清算しのこして請負人に対する完全な従属におちこんでゆく O

問題の現場でも，労働者の大部分は郷投場や地主やその他彼らの管理者によ

って作業に出されていた。労働者の自由意志むか、いがたい。

労働者に与えられている課業は%立方サージニL ンなおサージェ γ運搬する

ことであるがミヤソエドフの計算によると建設工事規準の2倍になる。労働

者の作業量は毎日測定され立方サージエンの分数でしめされたが，労働者に

は理解できず¥請負人のごまかしも容易である。

郷役場や地主は，税の滞納言者，怠惰なもの，体力のないものとりまぜ、て，

お互に全く顔合見知らないものを，連帯責任のアノレテワとして送ったO 課業

の未達成も逃亡も連帯責任とされたので，健康なものも経験のある熟練者も

借財をのこすか病気になるかする。

ミヤソエドブは標準的な労働者の6ヶ月の労働期をつうじての収支を表の

ように計算した。病気でやすむとさらに 1Bにつき 15K0I1.きど食費と Lて，

5KO口.を薬物代として，控除される。労働者は日躍でも祭日でも働こうとす



6ヶ月の賃金

(支出〉
i誌の臼 6El 

旅券代

往復旅費

長靴 2 足

半オーパ

手袋と下着

税金

残金

ることIこなるO
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口ati江lHK Pa6珂ilJIbll.¥llK，KplO可泊llK

35py6. 17py6. 50Korr. 

1 py6. 40Korr. o py6. 70Korr. 

1 43 1 43 

3 。。 3 - 00 

1 40 1 - 40 

2 - 00 2 00 

。。 I 。。
6 - 00 6 - 00 

18 77 1 - 97 

議負人が，労働者の力以上の課業をおしつけたり，諸種の控践により

の支払額を削減する理由として，請負人にとって労働者1人1日当りの費用は

23Yz KOI1.の賃金を支払い，賄に 12K0I1.その他の間接費に 5K0I1.Lめて387.f

Korr. となるのに対し，思庫からの支出が 1人 1日当り 35K0I1となっている

ことがあげられている。ミヤソエドフは自分のメその中では，

との契約を変更せねばならないだろうとしているO

と詰負人

以上の分析の結果， ミヤソエドフは結論として次のようにいう o(1) 国家

の作業に対する信用は年々低下し，今年働いたものは来年はこなくなる O

(2) 国家の作業をつうじて，人民の状態はよくならず，請負人の活動のため

に彼らは政府に対して武力で抗するにいたるo (3) 工事を期限内に遂行する

ために入手不足を解消したし、がうつ手がない。 (4) 請負人が地元で食器その

他を買いあさりながら支払がうまく行っていないので，地元の産業が停滞し

ている o(功労働力不足を補うために地元の労働力を誘引できなくてはなら

ない。これらの問題を解決するための方策として， (1) 契約書をつくるさい

労働者がその内容の全部に同意しているように，また彼らの管理者の強制の
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ないように監督し，もし強制されたものであれば，これを無効とすること?

(2) 連帝責任は，作業地で労働者が一致して同意を表現した場合にかぎるこ

と， (3) 請負人が鉄道局(瓦errapTaMeHT )f{eJle3HbIX ).¥OpOめ から支払を

うけるときは，警察，憲兵もあらかじめ情報をえて，その金が労働者に渡る

よう監督すること， (4) 労働者の食事はカーシヤ (Kama-穀物ひき割りの

おかゆ〕より栄養のあるシチユ (ill叫 となるよう監督すること， (5) 請負

人が必需品の値をつり上げないよう，拍線に行商人を入れること， (6) 監督

官を毎月派遣して，労働者が金をうけとっているかどうか，食事はどうか，

課業ヤ祭日の労働はどうか監督すること，を立案してし、る(15)。

モスグワ県知事ザグレアスキー (A.A. 3aKpeBCH必)も1850年12月12臼付

の報告書の中で，労働者達が土工をー夏やって 30py6.稼ぐとして，彼らは

その中から税金を払い，かっ半年間家族とともに暮さなくてはならぬのだか

ら，ft!.1.になにか営業をもたぬかぎりその中からさらに控除されると終局的に

零落してしまうであろう。労働者が完全に自分の義務と権利を理解できるよ

う契約書を簡単にすること，そのために規則を制定すること，支払は出来

高 (CJJ.eJlbHbl員) でおこない，貨幣の控除ではなく警察的な手段をもって怠

惰その伎を罰する方法をとることがぜひ必要である，と認めている(16)。

一方， 1853年 3月節目付の鉄道管浬局長官のアヴエルキエフ (ABepKl1eB)

と副官ラトラヴL ノレス(.naTpaBepc) の報告によると，事件はーF志審理 (CJl-

eJJ.CT倒的 に附された。 元警察本署長の大佐テイゼγガウゼン (TI13eHra-

y3四)と 6等官ユリエフ (IOpbeB) とが謂査にあたった。その結果，次のよ

うな事実がみとめられた。

すなわち，請負人モシエンスキー (MomeHCKI1設) が資料とともにのべる

ところによれば，逃亡Lた105人には， 1人平均 13py6.総額で 1350py6.の

前借金が与えられていた。また作業地についてから 32py6. 51KOII. わたし

てあったから，請負人にとってすでに 1382py6.51Korrの支出であるO

7月 1日までの労働で返済された (oTpa6oTaHO)のは 802py6.58弘Korr.で

あるG 雨天の日， 欠勤， 疾病および課業の未達成のための捷除は 261py6恥
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ぢ3弘KOIT.であったから，これとあわせて彼らの負債は 822py6.43KOIT.であ

ったo 7月に支払がるることはいってあったが，何日かの約束はしていなか

ったし，当日現金はなかったので 7月6日には支払うと約束したのだが開

き入れられなかったの

アニシモフののべるところによると，農民たちは逃亡以前にも彼が作業地

にゆくたびに，課業の変更や食事ーの改善を訴えていたカL いつも調べるとそ

の訴えは公正で、ないものであった。彼ら以外の労働者たちは不平をもらさな

かったO ダヴイドフは以前 1度食事どきに騒がしくしたために10打の符荊を

うけたことがあった。

37の農村オーブシチナの農民たちにきくと，彼らは異句同音に，雇傭契約

にあたって村の管理者や書記や官吏が参加したことはない，彼ら

負人の代理人とl直接に契約(瓦orOBOp) している，といった。そのさい請負

人の代潔人のもっている契約書は労働者相互の連帯責任も含めてすでに紋章

入りの用紙に議きこまれてしまっており，農誌がこの条件に反対しても

れえないだけなので，やむなく提供された条件で働くのであるともいった。

またインタヴイユーしたお人のうちの 5人は，不当な控i泳そのf也請負人のも

とで耐えなくてはならなかった一種々の苦労をのベた。請負人が支払うべきな

のに支払わなかった金額を農民たちは 9000py6. を超えるものと考えてい

7ニO

国有財産大臣はこうした審理の経過をみて，村長， 地元官吏は農民

が作業に雇傭されるさいに何の影響4 も与えず，農民は雇傭者との契約を自分

の自由意志で結んでいるものとみとめた。しかし審理それ自身はベテノレブ、ノレ

グ・モスクワ鉄道警察本署長ドウノレノヴオ(瓦ypHOBO)とテイゼンガウゼン

およびユリエフとの間の調整がつかずに 1853年 3月26日現定まで終ってい

ない(17)。

この事件では r契約Jのいわば、社会的性格が問題とされている。諸証人

はそれぞれちがったことをのべてし、るが，国有地農民が重い義務負担を支払

えなくなっており，代って義務負担を支払った請負人の建設工事に出て現金



14 (334) 経済学研究第17巻第3号

収入を得なくてはならなかったこと，契約内容は請負人の側からの一方的覇

一的な提案により決定されており，農民の側からの申し出による変更の余地

はなかったことが明らかであるO 契約にあたっての農民自身とその管理者と

の関係は不分明のままとされてL、るO 憲兵は治安維持のために，契約におけ

る農民の自由意志を尊重すべきである，とするのに対し，国有財産省の側

は，この時点においても充分に自由意志が尊重されている，とするのであ

る。ただしこの場合，国有財産省、自身が間有地農民のいわば上司で、あること

を見逃すわけにゆかなL、。しかも国有財産省は，工事の主体としての性格も

つよくもっていたものと想定されるのである。

専#lIJ国家は，工事の主体としては，安価に迅速に建設を仕上げなければな

らなL、国家は請負人に予算と引わたし期限との制課をつけることにより，

その目的を完遂しようとする C 一方専命Ij国家は，圏内治安維持の観点から，

専制のこと台をゆるがす社会的騒援の発生を防がなくてはならなし、。この二つ

の日的のために，専制国家は、農奴主国家として，農民に対しどの程度に権

力会行使すべきであるのか，請負人に対し，どの程霞に農民主ど緊縛する力を

保障し，あるいはどの程度に農民に対し自由震傭労鶴を保障すべきであるの

か，まさにこれが問題で、あったであろう。このことはすなわち，詩負人をし

てブ、ノレジョブ階級に発展させるかいなか，農民の出稼労働をして真に自由な

せるかいなか，の問題でるる。憲兵隊長やそスグワ

は，請負人と農民=労働者との関係が人身的支配隷属関係として発展するこ

とを妨げ，かっ，専制国家が後らの契約関係の形式と内絡に対し厳しく規制

しうる政策を模索しているC

車。 1852年，ベテルブノレグ・ワノレシヤワ

5月，作業地についた若干の労働者が，手代 (npHKa羽山)

きのため 2日間食糧の支給なしに放っておかわし，アノレテリの一つが，契約

中で約定した食糧を支給ぜよ，とさわぎだした。

この報告をうけた憲兵隊長クツインスキー (A.A. KYUbIH印刷 は憲兵将

校プラソロフ (口paCOJIOB) に，グロドノ践とポーランドとの境界地域の建
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設現場を視察して報告するよう命じた。プラソ戸ブの1852年6月3日付の報

中に，次のような観察があったO

労働者は 7地点に配置され，総員1890人であるO うち契約書 (KOHTpaKT)

を絡んでやってきたヴイツテプスグ，コヴノ，ヴイノレノの間有地農民が1357

人ラ契約書なしで，出来高制jで働く地元の私有地農民533人であるO 後者は

口頭契約で立方サージエンの土を掘り出して，手押事 (TaqKa) でしかるべ

きところまではこぶと 60~90 KOII. ときめている O 前者は請負人に課業を

もらい，それを達成するために朝 3時から働きはじめ，夕方 4，5， 6時ま

で，ときには本当のタ却まで働く O 深さ 31/2フィートないし 41/2フィート

の盟土を掘り出し指示された場所まではこぶ場令の課業は，土が普通のも

のである場合(粘土や岩石まぢり土でない場合)， 5/7~6/7 立方サージエン

の土を20~30サ{ジェ γ，あるいは 3/7~4/7 立方サージニL ンのゴ二を50~70サ

ージェ γであったく17)。

この事例は，騒動それ自身の内容としてはきわだったものではないが，い

わゆる契約労働と出来高労働との並存をつたえる資料として興味深い。

[事例N0 1859~ 1860年，モスクワ・ニジエゴロド鉄道建設工事現場]

1859年6月5トl，労働者たちは作業現場をはなれ 8Fl， ウラジミノレ県副

レルケ(B.J1epxe)のとこ (IIporueHue)をたずさえてきた。

1項には食事の絶対量の不足が，第2嘆には欽料水の非衛生的なことが，

3項には風呂のないことが，第4項にはわるい食事と不均合に談業が大き

いことがかかれていた。議負人，者~警察署長および憲兵の立会いのもとに，副

知事が労勤者の代表を審問した。そのおり労働者の 1人は，契約の証文はな

いから，たとえ手付金をうけとっていても鋤く義務はないとまで言った。副

知事ば請負人と労働者を和解させるために，自分がみなに同意、されうる課業

をきめよう，そのために全線の労働者と請負人のところから現行の課業の量

について報告してもらう必要があるから 3日間待ってほしい，また作業地に

は都警祭署長がつきそって食事の質と量:について監督させるからすぐ作業に

つくようにと提案した。代表はもどったが，労働者たちはその提案を拒否し
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た。彼らは文言撃で契約していない， 5月1尽から11月1日まで働く義務を負

って手付金をうけとったけれども，働きたくないから働かない，といった。

副知事は，たとえ口頭でなされた契約で、あったとしても，文書にしたものと

同じく不可侵なものとして保持されなければならない， 3日後には必ず課業

の大いさをきめる，といったのに対し労働者たちは，請負人のところ

すのはいやだ，全員罰せられても働きにゆかない，とn11ーんだ。副知事;エ1857

年法典第 16巻第175，177， 179条にしたがい，ウラジミル地方駐屯大i放に出

動を要議し，中隊の警護のもとに，労働者を作業地へ送りかえし，張木人に

答1O~30打の処罰を加えた(19)。

この事例においては，労働者の不満の内容について特に興味をひかれるも

のはないが，手付金の蟹務を放置して契約期間なかは、で作業地主f去ろうとし

た労働者たちに箪隊が動員された点が注目される。

7月15日，午前10時，契約労働で土工に従事しているモギレヨフ出

見5人がウラジミノレ県知事ーのもとをおとづれ 1聞となって作業からのがれ

てきたが，道中でf内気になったり弱ったりしてもはや一緒にすすめないと申

し出た。昼すぎのこりのものもあつまって総員 119名となった。なかに

って手をひかれているものもいた。知事は彼らが極度に弱っているのをみて

食事を与え，医師に検診させた。 15人が市の病院におくられた。知事はのこ

りに休息ののち作業地に送還を命じた。彼らは最初はげしく抗議したが，や

がて間意した。副知事が事情を調査することになった。

副知事レノレケの調べによると，不満をもったこのアルテリ i土モギレヨブ県

の国有地農民 129人からなり 1つの契約書によって 5月1日より11月1日

まで雇傭されていた。ところで公式の契約はサブロノフ (CaφpOHOB) と結

ばれたのだが，サプロノフ自身は仕事せず，権利をボブロブ (1306抑制 に

ゆずり，ボブロブはヴオロンツオフ (BOpOHl¥O日) にゆずった。契約警によ

ると，労働者は「課業なしで，優良労働者のように，一括して働く (orY，'lbHO)

ことjとあったが，請負人は 11擾良労働者のような」高度の課業を与えた。

支払に関しては，手付金を支払う，夏期の小選として各人に 2py6.づっわた
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す 7月と 9月に各人の所属する村役場に 7py6.づっ送金する，残金を作業

の完全終了ののち各人に手わたす，とあった。しらべによると村への送金法

なされていなかった。同所で働いていたスモーレンスク出身のアノレテリのメ

ンバーにいわせると，モギレヨブのアノレテリの中には病人が多L、。レルケ;主

労働者たちと長いこと話しあった結果， (1) ロシヤ中央欽道会社が最終的に

ヴオ口ンツオフから労働者を受領すること， (2) 即時各労働者に清算するこ

とを提案しちこの二つは実行された。すると各人に 1py6.2KOrr.づっ支払超

過広なってし、ることがわかった。労働者たちはこの金額を労働で返済するこ

とに同意した。会社は，のぞむものに曜を出すことに同意した。副知事ユ，

作業地にのこるものは，帰路の旅費のために 11/2py6.づっ警察にあづけて

おくように，立ち去るものは20人以下のグループでポらiまらにゆくようよう

に指示した。会社側の代表グロベスコ (rporreCKO) は， のぞむものこえそ

の日に曜を出すようにすること，今後病気のさL、の控除をしない， とL、っ

た。労働者たちは静まり，半分が仕事にのこりたいと申し出た(20)。

債務弁済労働を中心とした雇傭契約を，第三者に譲波できる憤権のごとく

あつかった契約書が労働者の不満の原閣のーっとなり，その解決が，

約の当事者間の関係の単純化，および事実上の期間の定めのない雇傭形態の

採用となっていった点がとりわけ注尽きれる o 1ヶ月前に同じくレノレケが関

係した事件とくらべて，この度の方が労働力の消耗の度合がはげしい点にち

がし、があったとはいえ，結末に非常な主主呉のあることも注目される。

1860年，コヴロフ郡の現場はフランス人オルベグおよびデロシユにまかさ

れていたが， 5月 113 より 11月 1 日の労働に 50~70py6. と Lづ内容の文書契約

で働く労働者の半分282人が5・6月のあいだに逃亡してLまった。彼らの多

くは手付金分は稼いでいたが，若干のものは負債をのこしてL、た。反対に事

務所側が負債をもつことになったものもいた。フランス人の監督たちl

者の不滅の原因を理解できないといっていた。2等大尉コロピン (Kopo6bHH)

が7月に調査したところによると，労働者たちは課業を立方サージエンの百

分比でいわれても理解できない， 1.25立方サージエンとしづ談業はとても力
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の及ぶものではない，般には課業でなく立方サ日ジエンあたりの出来高で働

いているアノレテリもあり，課業なしで (oryJIbHO) 働いているものもあるの

に，課業未達成の罰金をうけるのがつらい，などいろいろ不満が発見されたc

コ戸ピンは，公証人に確証されていないような契約書ーではなく， ロシヤ帝

1部第10巻第1534条，第2224条，第2226条にそった公式的な契約書

なつくるようオノレベクらを説得したが聞き入れられなかった。

コロビンの観察したところによると，事務所に誼接やとわれている労働者

の三かに，農員出身の下議人 (p5l，l(QI1K) に一切の文書上の約定なしに雇傭

されている労働者が非常に大勢〈前者よりも多く〉いた。下請人は何の財産

も慌の担保物件ももたず，オノレベグおよびデロシユと文書(ただし，公証人

れていない〕で約定し，立方サージエンあたり 1py6.30KOロ.~lpy6.

70KOIT.を事務所からうけとっていた(21)。

1860年 7月初日，ヴヤズニキの郡警察署長はゴロホフスキー郡の現場から

ったトウ、エリ県出身の労働者 300人が通過するのをみつけた。彼らは旅

を工事現場の事務所においたままであった。署長は労働者の不棋の原因を

支払の問題と開きとっていたが， ウラジミル県知事テイリチエエフ (TI1JI延縄

問自)の調べによると次のごとく認められた。すなわち，絞らはすべてシエ

レメチェフ(il1epeMeTeB) 伯のヴオチナに麗する農民であって，約定は普通

の抵(立pOCTO詰 6yMafl1)にかかれて請負人とジエレメチェフ伯とのあいだ

に結ポれていた。労働者は手付金のほかに 10py6. づっ先払いをうけていた

が，ヴオチナの管理所は，請負人が期限までにヴオチナあてに 600py6.の送

してこないので全員作業をひき上げよ，と農民に命じていた(22)。

1860年の事例では，ロシヤ中央鉄道会社の出現，農民出身の下請人の出現

なとによって，堅固な契約書体制のもとに出稼自由雇傭農民主f緊縛する政策

しにくくなっていることを示している点が注目される。

V 0 1860年，ボノレガ・ドン鉄道建設工事現場J

も，国家的作業 (JIOcy，l(apCTBeHHB5I pa6oTa) の名のもとに「会

によって行なわれていた。工事区はサラトプ県とドン軍管区とにまたが
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っていた。請負人のグラジン(r.rJIa，l(HH) は労働者の募集および工事の実

施を若くて経験のないゴロヴキン (M.11. rOJIOBKHH) にまかせた。ゴログ

キンi主1859年冬のうちにヴオログダ， トヴニL リ，スモーレンスグから2000人

の土工を募り 4月，平底符船にのせてヴオ/レガを下り，何の準備もない作

菜地点に揚げた。炎暑とコレラ， チフスで6月の末には毎B20人づっ死ん

だ。 7月，ニコラエフ欽道建設の経験のある事務長 (rrpe，l(C何 aTeJIbrrpaBJIe-

HIIH) のメリニコブ (MeJIbHHKOB) がやってきて，手当所を立て，食事を改

したので秩序がたもたれた。しかしこの年， 500人が死亡し，生きのこっ

たものも病気と消耗の状態でツアリーツインを離れた。この一年，サラトブ

県庁は伝染病の発生や大量逃亡があったにもかかわらず，何ひとつ手をうた

なかった。

1860年，グラジンは 3人の募集人 (HaeMW;HK) をリヤザン，タンボフ，ヴ

オロネジに派遣して2500人あつめた。現場の責任者はこの年もゴログキンで

あった。彼は多少医療，食事，住居の改善をしたが，百姓を{動かすには厳

格，粗野，鉄室長が大切と考えて監督に指示した。課業は 1日7/10立方サージ

エンとなった。次々に逃亡がはじまった。それとともに労働者に対する

が:ヱじまった。 5月 1ヶ月間に10田，のベ31人が答打ちをうけているO

S月23[1， 203人の集団がツプリーツインからノヴオチエルカスクへ，コ

サックの隊長 (HaKa3aHHbI負 aTaMaH) もとにグラジンを訴えに出かけた。

の頭領たちはコザツグに対し，逃亡者をひきわたすよう申し入れたが，

逃亡者たちはコ十ツクの警護のもとにノヴオチユノレカツスクに入った。ドン

ドウコフーコノレサコフ公 CUOH，l(yKOB-KopcaKOB) は白から彼らの陳情を閉

ざ，自発的に作業地も戻るよう 3昼夜にわたって説得したが，彼らはきき入

4日目になって説得に成功した。そのさいの条件として，公は彼らに

認内人をつけ，彼らの将来を保障することをど約した。公はコサック中佐ポノレ

シユキン(口oぇyWKHH)にこの仕事を委ね，ポノレシユキンは，もどってきた労

ちと，賃金，食事その他彼らへの態度を改善したあたらしい契約を結

ぶよう請負人を説得U:こ。労働者たちはその後作業現場にのこり， ドンドウ



20 (340) 経済学研究第17巻第3号

コブ公とポノレシユキンを真に公正な方々と Lて尊敬した。

前後して 5月24日，約 100人がゴロヴキンにかわって派遣されたグラジン

の息子に対し， 家族に送金するために 1人 25py6づっほしいと申し出た。

グラジンはツアワーツイン市長 (rOpO，llHH4凶) に連絡して40人の武装兵士

を呼びょせ， 15人に 75~150 打の詩7f1Jを加えた。ニの日はツアワーツインの

定期市の臼であり処罰の行なわれた家は市の広場に面していたために，たち

まちこの話はひろまった。 25臼， 26日の夜， ヴオロネジ祭出身の140人が，

ドンのステップをヴオロネジへむけて逃亡した。グラジンに依頼されて

と40人の兵が追跡し，ツアリ{ツインから35ヴL ルスタの地点、でおい

ついた。兵の近よるのなみた労働者たちは石を投げ，兵ははなjノLて狙撃し 2

名を傷つけた。署長が近よると代表があらわれて，科のあることはみとめる

が，法廷もないところにはもどらぬと，きっぱり申し立てた。兵は翌日ツア

ワーツインにもどり， 138人の農民はヴオ p ネジユに帰りついた。彼らのう

ち，前借金を返済することに同意しない49人は再びツプリーツインに送りか

えされた。逃亡はその後もつづし、た。

コサック隊長のもとに 204人が訴え出た事件iこ関連して，侍従武官ノレイレ

エフ (PWleeB)が実状調査を命ぜられ 6月四日，ツプリーツインに到着し

た。彼は労働l者の中に入って忍耐づよく開きとり，次のような問題点を摘出

した。すなわち，労働者たちは郷長や書記に菌税の支払を強要され，請負人

と契約せざるをえなかった。契約は口約束 (CJlOBeCHh治江orOBOp) で，作

業は課業なしで，連帯主筆任はない，悪天候で稼動できない日の控除はない，

期間は往復の臼数も入れて 3，6， 7， 8ヶ月というものであった。ところ

が，郷役場とグラジンとの間で契約書が結ぼれており，労働者たちは 4月の

(lヶ月以上経過してから〉になって契約書のコピーをうけとり 5月はじ

めに賃金支払手帳をうけとった。その契約の内容は口約束とちがっていて予

期間はみな一様に12月1日まで，連帯責任制がとり入れられており，雨の臼

や病欠の日，祭日などの控珠が入ってL、た。前借金の分だけ{動いたら帰ろう

と考えていたものもあったのに，それができなくなるO 課業なしの
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ったのに諜業が与えられ，しかも次第に耐えがたいほど大きなものになって

L 、ったO 約束ではキャベツを与えるといったのにひきわりのカ{シヤばかり

であり，ゴ Pヴキンやその記下の労働者への態度は家畜をあっかうときのよ

ろなものである O

ルイレエフの奔走により課業は軽くなり，食事は改善され，現場監督はほ

とんど更迭され，雨の日や病気の臼，課業未達成も記帳されなくなった。ノレ

イレエフは作業が!際調になってから 7月四日，契約書の問題を解決するた

めにベテルブ、ルグへ出立した。しかしこの問題は簡単にかたづかなかっ

fこっ

ノレイレエフの報告は，先にのベたように陵箪大践によって関議に報告され

たっ閣議は 8月9日内務大臣にさらに報告を義務づけ， アルセニエフ (IO. 

K. ApCeHbeB) がその報告作成のために 9月1日ツアリーツインに到着し

た。 10月15日付の内務大臣ランスコイ (C. C. JIaHcKo詰) あて報告書の中

で，彼は，労働者の作業地での運命は全く見込みのないものであり，将来閉

じような衝突のおこらぬよう何らかの手段が案出されねばならない，秩序を

保持するだけの目的で警察を配置Lても請負人の側に立って労働者に対する

懲罰放の役割をはたすのみである，むしろそのような権力をすべて施工者に

してしまった方が，自分の利益から協調的方法をあみだすのを助けるで

あろう，とのベfこ〈問。

中央から 2人の官吏が派遣され積々の調査と提案のなされたあとであるに

もかかわらず， 10月 1Flから再び抗争がはじまった。ノレイレエブが契約書の

のこして行ったのに，その後，国有財産省から調整のための官吏が派

されなかったのであるから当然でもあった。 554人が旅費者ど支給して日震を

出Lてくれるよう要求したのである。請負人のいうところによると，彼らは

1O~25 py6.信財をのこしていることになっていた。 騒援を解決するために

3人の地元官吏よりなる特別委員会がつくられた。 10月初日 275人が翌日か

}らもう働かなL、と主張， 11月1日324人が仕事をやめて事務所の前にあつま

り支払を要求した。請負人 i主彼らには 12月 1 日 ~6 口まで鋤く義務があると
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した。委員会が聞に入り 11月10日までの特別協定を結ぽせた。ところか

11月4Fl，請負人の一人は自分のところの82人の馬方のうちの14人が仕事に

つかないと委員会にもちこんだO 委員会が調べると作業量基準が増加されて

いた。委員会は双方に譲歩を求め，請負人は労働者の中の成績のよいものの

負憤は免除した。しかし，その他のものは負慣のかたに潟 3J双づっ取り上げら

れ，負償のとりわけ多かった 1人は1861年の夏に労働て、弁済する (oTpa6oT-

aTb)することを約束させられた (25)。

騒擾がとくに大規模であり継続的であったこと，労働力の被壌がはな‘討こ

しかったこと，郷役所との間の契約と募集人の労働者に対する口約束がまっ

たく異なっていたこと，地元官吏による調停委員会が生れるにいたったこ

と，などが注目さるべきであろう。

N 1861年法の意義

以上の事例を念頭におきながら， 1861年法を分析するとき，どのようなこ

とが明らかとなるであろうか。

まず第 1に，契約の牢間性の原則が注目さるべきである。少くとも旅券の

許す範関内でさえあれば，契約は期間の面に才刊、ても内容の菌においても

されるのがのぞましいと考えられている。契約書に記載された権利

を，請負人と労働者とにともに遵守させることにおし、て，騒援の発生を予防

しようとしているわけである O

たしかに，これまで考察してきた事例の中には，契約における

係が明瞭でなかったり方的に請負人の都合のよいように変更されたり

ることが，労働者の不満の大きな涼国である場合もあった。しかし，契約乃

内符があまりにも労働力消磨的であることもあった。これに対して

人に対し，極く一般的な義務を規定するにとどまる一方，契約に明瞭に士宮定

のない:事項については1843年の建設工事規準によることとして，専告IJ側より

する指導を予想している。これが第2に佳日さるべき点であるO

劣悪な契約内容は，これ支での事i7~からよみとりうる摂りにおいて i主， ま
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ず，農村における封建的収奪のはげLさ，そのための農民の零落という

によって必然、化しているのでありう請負人がし、わぱ封建的債務を農民のため

に肩がわりしてやること，すなわち農民に対する封建的慣権をゆずりうけあ

ことによっても必然北しているのである。請負人は支払予定額の半分をこえ

ない額の手付金を労働者に労働で弁済させる権利を有し，その意味において

も労働者を自己の作業現場に緊縛する権利を有する。この権利は，制眼され

てはいるけれども，はっきり承認されている。これ 思すべき第3点

るO

すでにこの時期においても，一部にl土地元農民の出来高払いによる自由な

雇僚があらわれていたにもかかわらず¥課業の設定および米達成の場合の控

除とL、う方式が基準とされてL、る。出来高単位は確立したとはぎえず控除の

額は恋宮、的である。賃金も，いまだ労働力の価値にもとづく労働の対価とな

り切っていない。現物支給が大きな割合を占めており，その価格査定は任意

であるO 雨天の日の控除は，その日一日を作業なしで賄なうとしづ事情ぜこち

とづくものであるとはいへ，決して雇主にとっての実際の費用とは対応しな

L 、。課業未達成の控捺，病気の日の，雨天の日の捜除は，いまだこ

おいては，労働者に封建的管務を負わせるための手段で、ある o 1861年法、土，

こうした体制を容認しているO これが第4の点である。

以上この 4点を総じていえば， 1861年法とは， おげる債務弁済労

働=寝技を規制jしかっ閤定させているものといえるので;主ないであろうかつ

第5に，こうした労働関係の中で現に勃発した抗争に関しては，ま

を契約条項の理解や適用をめぐる小紛争と怒解し，

おけるより上司の出馬のもとに追加的契約条項の締結の道に:BI.、て解決すべ

く想定されている O この仲裁規定は，きわめて官憲的なものであるが，その

中に一応法廷を想定していることは抗争島身を一定の臨界内において，り

得べきものものと認め，直ちに治安問題として ことをしなL

をうち出しているものと認められるO 寧の狙撃にあいながら，たとえ科あり

としても法廷すらないところに戻ることをせじとした労働者たちへの，一定
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とみられるの

6に，工事ー区の大小iこ応じて，監督機構をこまかく規定している点が法

gされる。もちろんそれは，警察的なものであり，工事施工者専制的なもの

る。監督機構は，消極的にはー契約の字国性の原則の擁護者として，契

約条項の内容はし、かなるもので、あれ，契約であるからには不可侵であるとの

原則で行動するが，積極的には，もし契約に明示的な条項のないときには，

ツアー専棋の定めた建設工事実見準にそって労働条件を国定するよう指導する

のである。契約の自由，契約の国定，契約内容への干渉，この三三つの要素が

特有の混合を示しているというべきであろうか。

建設工事規準は1869年にあたらしく制定されてL、る。この規準は労働年を

春 1 ヶ月 (4 月 1 日 ~5 月 1 13) ，夏 5 ヶ月 (5 月 1 日~1O月 1 口) ，秋1.5

ヶ月 (10月 1 日 ~11月 16 FJ)，冬4.5ヶ月 (11月 16 日 ~4 月 1 日)に分割し，

契約期間を規制jしたものと盟、われる O また規準は労働日の長さについて，食

休憩をのぞいた実労働時間を，たとえば 5~7 月は12.5時間 4 月およ

び8月ば12時間 3月および 9月は10.5時間 2月は9時間， 11月は8時

間 1月は7時間， 12月は6時間としていた (25)。 これはシベリヤに適用さ

れる例であるが，ロシヤの各地帯男IJに別々の基準がもうけられていた。建設

工事規準は課業についても1843年の規準におけるごとく規定を与えたが，そ

のさい，労働者の肉体的力量，熟練の程度を考慮して，段階をわけた詳しい

規定となっていた (26)0 1843年には労働力の賀にまで配蔵されることがなか

ったこと， 40年代から50年代をつうじての前節の事剖の中で，言語一的な課業

とめられたこことと考え合せて注目さるべきであろう O

V 1886年法の意義と内容

一二に問題とする1886年法とは， 1886年6月12日付の「農村労働への雇僚

に倒する法令 (nOJI慢がKeHlIe0 Ha員MeCeJIbCKHe pa6oTbI) JであるO まずそ

の内海草γみあと次のごとくである。

あたって，双方は契約註脅(丘町OBOpHblHaKT) を作成しなく
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てはならなし、。アルテリ麗鰭もあり，その場合アノレテりとは，連帯責任で一

緒に働くことを同意した人々の全体をいみする o 1人の暴徒に対してもアノレ

テリ全体が責任を負う。契約は雇主自身によってなされてもよいし，麗主に

全権主f委伍されたどんな人々によっても結ばれにもよL、。屠住証宿区江 Ha

)KHTe.lJbCTBO) をもたないものを雇傭することは禁止された。ただし，地元

民の場合は多少の剖外もあるO

両親あるいは後見人が未成年者を賃貸する (OTJl，a'IyB HaeM) ことは禁止

されたっ犬が妻を，本人の同意、なしに寅貸することも禁ぜられた。未成年者

や有夫婦人の雇傭にさいしては雨続，後見人や夫の向意、を要するO ただし

別々の麗住証をもっている未成年者や有夫婦人には，雇傭のさいにもこうし

た人々の向意を要求されなかった。両親あるいは後見人，あるいは夫は，ひ

とたひ自から間意を与えた以 tは未成年者や妻が締結した契約の有効期間中

に，彼らをIlf-びもどすことができなL、。

労働者は雇主の要求することを， I口答えせず，熱心に」遂行するよう義

務づけられた。雇主や彼の家族を脅Jかす何らかの危i換にさいして，労働者は

彼らを守る義務があった。労働者は雇主の許可なしにしばらく留守にした

り，かけもちで働いたりしてはならなし、。労働者は，雇主の家畜や用具を注

く見極わる義務があり，怠、慢や粗略な取扱いはゆるされない。もちろん

産主の財産を故意、に傷つけることがあってはならなL、。震主のもとを去ると

きは，労働者は自分にあづけられていた緩主の財産を引渡さなければならな

L 、O

労{勤者に対する雇ヨミの義務も詳艇に規定があった。雇主は労働者に対し温

和な態度をとり契約を厳守しなくてはならなL、。契約に記載されていない仕

してはならなし、。労働者に対し新鮮で豊富な食事，健康によい広

い住居， の負担による底療を保障しなくてはならない，とされた。ただ

し，これらの義務は不明瞭な形で定式化されてL、た。

賃金を穀物や商品やその他の物品でうげとるよう労働者を強制することは

された。賃金遅配には lpy6.につき 1日 5K0l1.の延滞料を支払うべき
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こととされた。雇主が契約を破楽するさいには，労働者に支払うこおの

されていた額の2倍以下の罰金を労働者に支払って しなくてはならな

し、。

欠勤(確かな yBa:>101TeJIbll隊員理由なしに労働者が3日潤を越えない期

出ないこと)，怠J擾，粗暴，雇主に対する不服従，雇主の財産に危

害を加えること，に対して雇主は労勘者の賃金から控除する権利をもった。

これは賃金支払手帳の中に記帳ざれる。

原健関係の合法的中断は，双方の合意による場合，契約期間終了の場合，

被傭者の死亡の場合，権力の命により契約遂行の地点から追放される場合，

禁留に処せられる場合，軍務や公的職務 (o6llJ，eCTBellHa51 cJIyA6a) の義務

の遂行の場合，本籍地の権力が居住誌の有効期間の延長を拒否した場合であ

るO 契約自身についてみると，雇主への債務のかたに雇用することは禁じら

れ(第25条)， 1年以上の期間を定めた震僚にあっては，最初の 1年が経過

したとき，およびそれ以後の各年が経過したとき 1年の期離のくる 2ヶ月

以上前に相手方に事前に通知することにより，一方のみの希望で破棄しえ，

そのさい労働者の麗主への憤務は契約の継続を拒否するさいの捧害とはなら

なL、。期間の定めのない契約は， の希望により廃棄しうるο た

だしそのさい相手方に 2週間以上前に通告する必要がある。もっとも契約に

事前通告の期鼠について別に定めのあるときはこの限りでなし、。また，

は， 労働者に2週間分の賃金に当る出立手当 (BbIXO~Hoe rroco6ne) 

給すると，労i勤者を予告な Lに免職できる。

ほかに，契約破棄に関する特例があった。怠慢，不精励，度重なる

欠勤，指令の遂行拒否などを理由に，躍主は労f動者を解雇することができ

た。労働者にゆるされた理由は，雇主の{員1]から肉体的制裁を加えら九た場

合，完全な零落，労働条件が難義なものであったり銑識にあったりその他の

理由によって叢病になった場合であった(27九

ところで，この法令は，有名なモロゾフ工場のストライキを契機として制

定された1886年工場法と同年に制定されている。また， 1880年代はほとんど
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すべての農民が一時的義務負担農民から買戻操作にうつることによって農民

所有者に移行した時代である o 1883年をもって，残存した一時的義務負担農

のすべてが翼民し操作に移行するよう義務づけられた。 1886年のこの立法

ば，広く指擁されるごとく，地主=土地所有者の要求にもとづく 1880年代の

反動立法の性格をもっとともに，同年の工場法にみられるような労働市場の

発践をも反映していることがみとめられるであろう O

すなわち，この法は，農民所有者に移行していったもと農奴的農民の労働

力を，新らしい事態のもとでし、かにして地主出土地所有者のもとにとめおく

か，としづ課題に答える多くの規定をもっている。元地主と5e農奴との関係

も契約関係でなくてはならなL、。契約は証書にかかれることによって法の保

護をうけ，かつ法はその内容を力によって閤定させるO 契約の破棄を許され

る条件はきびしL、。主として農業が想定されているからして，麗鰭契約は主

として年穫が想定されている O と労働者との契約期間中の穏互関係につ

いて，家父長制的な保護と服従の原則が詳しくのべられている。

共同体的規制!が，雇主により利用されるようになっているO アルテりは連

もつべきものとされた。居住証の有効期間しか震傭しえぬこと，お

よび地元誌の場合のみ若干の例外のあることは，農村の地主にとって有利に

作用するであろう O 長く他地方に出ているものも，多くは村に本籍をもつか

らであるO 間じ1886年に，農家の分家を規制する法律の出されていることも

自に値する。その法によれば，分家のためには，家長の諒長誌のみならず，

村会 (KpeCTbflHCK凶 CXOJl)の決定を必要とした(28)。

しかしながら一方，この1886年の立法は，契約期間の最高限を一応一年間

としているO もちろん二年，三年の契約もかまわないが，各一年毎に 2ヶ

月前の予告による自由解約を規定している。また，期間の定めのない契約も

想、定しているO 現物賃金は禁止されてはいないが，少くとも労働者にそれを

うけとるよう強制することは禁止されてL、る。罰金もみとめられてはいる

が，しかし，雇主への債務をもって雇傭を強制できないとの規定があるか

ら，罰金は労働規律の確立以上に賃下げの効果をもちえても，労働者を雇主
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に緊縛する力はもたなし、。雇主による労働者の肉体的制裁すなわち体罰は今

労働者による契約破棄の充分なる理由とされているO

すなわち，向年の工場法とくらべるならば，この法制はし、ちじるしく地主

的なものであるといえようが，またこれを1861年法とくらべるときには，労

働市場のこれまたし、ちじるしい前進を反映しているのである O この法は，一

言にしていうならば，自由雇傭労働を中心にする労働市場の全般的な発展さと

背景にしながら，最終的に一時的義務負担農民のいなくなった農村に，かわ

ってあらわれるべき自由雇傭労働を規制するものであった，としてよいであ

ろう O

なお， 念、のために 1886年工場法との対比L 若干試みておこう O ここに

1886年工場法とは，正確には1886年6月3日付でツアーリの裁可を得たとこ

ろの「工場工業施設の監督に関する，および工場主と労働者との相互関係に

関する (0Ha，ll30pe 3a 3aBe，lleHIUlMHφa6pH'lHO益ロpOMblMJIeHHOCT託 H0 

B3aHMHblX OTHOWeHHHXφa6pHKaHTOB狂 pa60'lHx)J法律である。その主

要内容は次のごとくである(29)。

労働者の麗傭は，期間を定めてあるいは期間の定めなく，あるいは何らか

の作業の遂行期間をもってなされなくてはならなし、。その期間の終了ととも

に瑳僚もまた停止されるO 期間の定めのない震僚にあっては，契約の

はその棺手方に対し2週間前に予告することによって停止されうるO

賃金支払手i娠を手交することをもって，労働者と雇主の契約締結の証書と

なす。手線は労働者が仕事についてから 7日後に手渡される。手i援の中に，

雇傭条件が記述されており，同じく，労働者に対するあらゆる支払および労

勤者からの欠勤および雇主のうけた被答原因に対するあらゆる控践が記入さ

れる。

際僚に関する契約は次の条件の一つがあれば破棄されたものとみなされ

る。双方の合意L¥'窟i傭期開の終了，期間に定めなき契約のときは一方の側が契

約破棄の希望を表明してより 2週間の経過，労働者がその属する権力の命に

より追放されるか，あるいはその命により禁屈に処せられるかして契約の遂
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行が不可能となる， 労働者の主事務あるいは公務 (o6meCTBeHHaH C江YiK6a)

への石集，警察が労働者に旅券を与えぬ，企業において長期間 (Harrpo，n:a-

瓦iKHT問問oeBP倒的作業が停止する(火災，洪水，蒸気機関の燥発，その

他)，などがその条件である。この外にも，企業管理部は，いろいろの理由

をもって労働者を解雇できた(無許可欠勤，継続的疾病など〉。労働者は親

族の死亡，工場主が衛生安全の条項を守らないことなどの理由により契約を

破棄できた。

労働者と締結した契約期間の終了以前に，あるいは期間の定めなく雇傭さ

れた労働者に2週間以前に予告することなしに，あたらしく制定さ

基礎にもとづき，一週間の労働日を削減することによって，あるいは一昼夜

の労働時間を削減することによって，あるいは課業作業の.規則を変更するこ

と等々によって労働者への支払賃金を低下させることは禁止された。同じく

労{勤者は，契約期間の終了以前に契約条件の何らかの変更を要求することは

禁じられるO

賃金は，契約が 1ヶ月以上の期間について締結されてし、る場合には，少く

とも 1ヶ月に 11m，期間の定めなき雇僚の場合には少くとも 1ヶ月に2間支

払われるべきこととされ，支払期隈への違反のあったときには，労働者は裁

判によって締結された契約を遂行させる権利を有する。

賃金を約束の記号を付したクーポン券，穀物，荷品，およびその他の物品

で支給することは禁ぜられる。労働者が工場売広から持っていった，あるい

は指密書 (託CロOJIHHTeJI6Hbl負 JIHCT) によってもっていった鴎品の代価の控

除以外は，労{識者の負債ーを賃金から控践することは禁4去、られる。労働者に貸

付けた貨幣に対する利子を取り立てることは禁止されるO 医療扶劫，作業場

の照明，工場のための作業につかった生産用具の利用に対して労働者から，

料金を取り立てることは禁止されるO

各企業は，労働者が工場の中 き，工場管理部によってつくられ

た工場内規を掲示しておかなくてはならない。

工場の中に義務的秩序をつくり出すために，企業は自から権力として，不
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正確な作業，欠勤，秩序違反に対する罰金を労働者に課する権利をもっO

金の総額は賃金の1/3を超えてはならなL、。 もし1/3を超えるときには， 企業

管理部はその労働者を解雇する権利を有するO

法はストライキへの処罰を強めることを予定する一方，法の実施のための

機関として県労働問題審議会を設定した。

さて，以上の内容を先の1886年法と比較するとき，工場における賃労働が

自由な賃労働としてより完成度の高いものであったことをみてとることがで

きる。季節に昔話j約された年契約は表面からきえている。意心はむしろ期間の

定めのない雇傭となってきているといえるO 現物賃金は厳しくとりしまられ

ており，負債を賃金より控除することも，賃金の定期払いを保障したとでの

工場売詰その他の売掛に誤られている。罰金賦課の権手Ijはみとめられている

が総額に制限がある。農奴制!に浸透された自由雇傭労働の特徴はほぼ消去さ

れているといえよう。もちろん，契約の牢間性の原則はのこされている。期

間を定めた雇傭の場合，その期間内にあるかぎり契約条件の変更を要求する

権利を当事者の双方とももたなし、。しかしこの原異iJは，期間の定めなき雇僚

の拡大とともに，事実上廃楽されてゆかざるをえない。

VIむすび

労働市場の発展，自由な賃労働の形成史の鋭点から顧りみた1861年法およ

び1886年法の内容と意、義はかくのごとくであった。今一度概観を与えてむす

びとしよう C

さしあたり，前借金ないし手付金を与えてこれを労働をもって弁済させる

オトラボ{トカに視点を合わせてみると， 1838年にシベリヤの金坑に適用さ

れた法令では，手付金の額を 1年分の給与を上まわらない範囲に制眼Lてい

た。 1861年の法律は， 在費務を労働で弁済させる関係を認めてはし、たが，

付金の額を契約期間に支払うべき給与の半額を上まわらない範聞に樹限し，

さらに1886年の法律は，雇主への償務をもって雇傭を強制することを禁じ

たo 1835年の法律がすでに，自由雇傭を規翁1Jするさいに，一般に雇主が契約
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期間を超えて労働者を緊縛することを制限していた。さらにさかのぼれば，

農民をマニエブアグチユアに積極的に登録するのをやめたときから，自由

傍労働の前進的発展がはじまっており， 1861年法も1886年法も，その大きな

流れの一断面を示すものであろう。麗主が労{務者を賃務奴隷的に緊縛する可

能性の魔捺は，賃金を定期払い現金払いにすることによって，労働者に白か

らの労働力再生産における主体としての地位を確立させることとならんで，

自由な賃労働確立のための，したがって労働力の価値範鰭確立のための要件

と考えられるからである。 1861王手法と1886年法は，自由麗傭労働の自由な賃

労働への発展の途上における段階を示しているO

自由震傭労働は，もともと農奴制の割れ尽に咲いた花にすぎなかった。量

的に少なく，質的には周揺をとりまく農奴常uに浸透されていた。自由雇傭労

働は，はじめは農民の労働力か本来的所有者の手からはなれて新たな雇傭者

のところに緊縛されることがないようにと，出極的に保護されたにすぎなか

った。 1861年の農民改卒は，マニユフアグチユアに緊縛された隷属労働者を

解放し， I自由意:，;在、による j契約関係を拡大した (30)。国策として展開された

鉄道建設工事も，自由雇傭労働の領域をひろげた。しかしいまだ農民は庄倒

的に建奴的状態にあり，それは自由雇傭労働の分野にも蟹務奴隷鎖的性格の

浸透という形で反映した。とはいえ，農民身分のものの自由雇傭労檎を利用

しつつ，資木 z 賃労働関係も拡大，深化していった。 1886年工場法は自由な

賃労働の確認であり， 1886年農村労働法は， ・時的義務負担農民の消滅を背

としつつ，地主=農民の関係にも自由雇傭労働の原則を拡大していったも

った。自由雇傭労働を真に自由な賃労働に最終的に転化するための障

害は専昔話j権力を別にすれば，オーブシチナその他わずかなものとなり，労働

力の価格範轄を基礎として，日宿泊静馬氏のいわゆる「雇投策~労働報酬体系J

も成立可能となる。和問春樹氏のいわゆる大改革の結果としての近代ロシヤ

社会の成立は，労{動市場の発援史の側摘にも適合的であるC

もちろん，この時期すなわち1880年代のなかばをもって自由な賃労働がロ

シヤにおいて最終的に確立したとはし巾、切れなし、。 1890年代にいたってさ
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え，tことえばシベリヤ横断鉄道建設工事における契約労働者のごときものも

あった (31)のであって，これはロシヤ資本主義社会の多様性として追求され

なくてはならない。
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